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1. はじめに 

1-1．背景 

近年、電動キックボードなどの新型モビリティは、CO2

の排出量の削減などの環境的側面や、高齢者や障害者の移

動支援といった社会的側面を背景に普及している。しかし

ながら、現行の道路環境は主に車と歩行者を対象としてお

り、これらの新しいモビリティに適した空間が不足してい

る 1)2)。また、建築内においても歩行を前提にした設計とな

っており、モビリティの活用が制約されている。これらの

課題を解決するために、新型モビリティの特性を最大限に

活用したレーンや空間の再設計が求められている。 

そこで本設計では、人間だけではなく、モビリティを中

心とした新たな建築設計の手法の提案をする。 

1-2.コンセプト 

① 超流動社会 

モビリティや 3d プリンターなど新技術の普及により、

移動の対象が人や物だけでなく、空間やサービスにも広が

っている。そして、それらの移動がとても速くなる。これ

に伴い、社会が超流動化し建築の役割も変わる必要がある。 

② モビリティ含有建築 

既存の建築や都市設計は歩行者中心であり、人間の物理

的・生理的特性に基づいて合理化されている。そのため、

モビリティが建築内に入ってきた際にモビリティの効果

を最大限発揮できない状況にある。そこで、モビリティ特

性を元に合理的な建築設計の提案を行う 

③ 道路・建築空間のシークエンス設計 

モビリティが建築内を移動するようになると、道路と建 

 

 

表１既存および次世代モビリティ特性の分類 

 

図１モビリティ特性を生かしたレーン設計アルゴリズム 
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築との境界が変わり、それぞれの関係性も変化する。その

為、道路と建築のシークエンスを設計する必要がある。3)4) 

 

2. 設計手法 

①モビリティの分類 

 まず、既存のモビリティ 4 種、次世代モビリティ 4 種、

人間について最小回転半径、登坂能力などのモビリティ特

性の分析を行う。（表 1） 

②レーン設計 

 次に、複数のモビリティをエージェントとして捉え、マ

ルチエージェントシミュレーションを行う。その際にモビ

リティの特性を反映し、レーン設計を行う。（図 1）（図 2） 

③レーンと建築の関係 

最後に、設計したレーンを基に、建築空間を設計する。 

レーンに対してできる建築の操作方法を 6 つに分類し、そ

れぞれの操作による建築とレーンの関係性や効果を考察

しながらデザインを決定する。（図 3） 

 

3. 考察 

モビリティの特性を考慮したマルチエージェントシミ

ュレーションにより、効果的かつ効率的な共存空間の構築

が期待できる。（図 4）（図 5） 

 

4. おわりに 

モビリティ特性を生かした設計を行うことによって、今

まで以上に建築内であらゆるモノ移動が容易になる。また、

建築空間だけでなく道路空間にもデザイン要素が介入す

る。そのことによって、デザイン領域が倍増し、より豊か

な都市空間が形成されることが期待される。 
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図 2 各モビリティ特性を生かしたレーン設計の結果 

 

図 3 レーンを元にできる建築操作 

 

図 4 レーン設計を活かしたスタディの例（外観） 

 

図 5 レーン設計を活かしたスタディの例（内観） 
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